
賃賃金金・・単単価価引引きき上上げげ、、予予算算要要求求
来
年
度
（
平
成
二
十
七
年

度
）
の
予
算
確
保
に
向
け
た
行

動
が
ス
タ
ー
ト
。「
全
建
総
連

七
・
二
賃
金
単
価
引
き
上
げ
、

予
算
要
求
中
央
総
決
起
大
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
と

な
っ
た
第
一
会
場
の
日
比
谷
公

園
大
音
楽
堂
と
第
二
会
場
の
日

比
谷
公
会
堂
に
は
猛
暑
の
中
、

多
く
の
仲
間
が
集
結
し
ま
し
た
。

第
二
会
場
の
日
比
谷
公
会
堂
で

は
第
一
会
場
で
の
決
起
大
会
の

模
様
が
モ
ニ
タ
ー
中
継
さ
れ
ま

し
た
。

大
会
で
は
、
最
初
に
全
建
総

連
三
浦
一
男
中
央
執
行
委
員
長

の
主
催
者
挨
拶
の
あ
と
、
来
賓

と
し
て
出
席
の
各
政
党
代
表

（
自
民
・
民
主
・
公
明
・
共

産
・
生
活
・
社
民
）
よ
り
連
帯

の
挨
拶
が
あ
り
ま

し
た
。
各
代
表
か

ら
は
、
五
十
一
県

連
組
合
よ
り
参
加

の
四
、
七
九
七
名

（
建
設
長
崎
か
ら

は
相
川
執
行
委
員

長
、
舩
津
副
委
員

長
、
佐
藤
長
建
国

保
事
務
局
長
が
参

加
）
の
仲
間
を
前

に
「
建
設
国
保
に

対
す
る
国
庫
補
助

等
の
予
算
確
保
を

は
じ
め
全
建
総
連

が
掲
げ
る
諸
要
求
を
実
現
す
る

た
め
に
頑
張
る
。」
と
の
決
意

表
明
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
全
建
総
連
勝
野
書

記
長
よ
り
基
調
報
告
が
あ
り
、

そ
の
中
で
「
今
大
会
は
建
設
労

働
者
職
人
の
賃
金
を
大
き
く
引

き
上
げ
る
、
そ
し
て
来
年
度
の

建
設
国
保
に
対
す
る
国
庫
補
助

金
の
概
算
要
求
を
確
保
し
予
算

に
盛
り
込
ま
せ
る
こ
と
を
実
現

す
る
た
め
に
開
催
し
た
。」
と

し
た
上
で
、「
建
設
職
人
の
深

刻
な
高
齢
化
の
中
、
自
然
災
害

が
特
に
多
い
日
本
に
お
い
て
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
や
生
活
再
建
の
た

め
の
環
境
を
立
て
直
す
た
め
の

職
人
が
不
足
し
、
ダ
ン
ピ
ン
グ

受
注
で
賃
金
引
き
上
げ
が
改
善

さ
れ
て
い
な
い
状
況
が
続
い
て

い
る
。」
と
説
明
し
、「
本
日
出

席
の
政
党
に
対
し
て
は
、
末
端

の
建
設
職
人
に
も
賃
金
が
上
が

る
よ
う
に
す
る
こ
と
、
国
保
組

合
に
対
す
る
国
庫
補
助
の
現
行

水
準
を
確
保
す
る
こ
と
、
建
設

ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
者
を
救
済
す

る
こ
と
、
消
費
税
の
更
な
る
増

税
を
し
な
い
こ
と
等
を
求
め
る

要
請
書
を
渡
し
た
。
賃
金
引
き

上
げ
と
国
保
組
合
に
対
す
る
予

算
確
保
の
取
り
組
み
に
全
国
の

仲
間
の
奮
闘
を
期
待
し
、
団
結

し
て
取
り
組
ん
で
い
こ
う
。」

と
訴
え
ま
し
た
。

そ
の
あ
と
、
東
京
駅
周
辺
ま

で
の
デ
モ
行
進
、
各
省
庁
に
対

す
る
要
請
行
動
も
行
わ
れ
ま
し

た
。今

後
の
予
定
と
し
て
、
七
月

三
十
日
に
は
全
国
一
斉
の
地
元

国
会
議
員
に
対
す
る
要
請
行
動

が
予
定
さ
れ
、
予
算
の
概
算
確

保
の
取
り
組
み
が
本
格
化
し
ま

す
。
私
達
建
設
長
崎
の
仲
間
も

全
国
の
仲
間
と
と
も
に
予
算
確

保
に
向
け
た
運
動
に
全
力
で
取

り
組
み
ま
し
ょ
う
。

国保組合の補助金をめぐる情勢が不透明で補助制度が大きく
変更されようとしている中、長建国保に対する現行補助水準の
維持に向け組合で組合員・家族の皆様にハガキ要請の取り組み
をお願いした所、16，291通の要請ハガキを集約する事が出来ま
した。特に中央、大浦、東長崎、浦上東、諫早、大村、佐世保
中央、佐世保東、佐世保北、北松、平戸の11支部が組織数の2．5
倍という目標を達成し、中でも佐世保北支部は組織数の約3．5
倍を達成し、取り組みに対する大きな力となりました。また、
全体でも割当の100パーセントを越える取り組みが出来ました。

ハガキ要請は組合員と
家族の声を直接伝える運
動です。組合は山のよう
に届いたハガキを全て点
検し、厚生労働省へ全通
投函しました。
今回のハガキ要請行動
にご協力頂いた組合員・
ご家族の皆様に心より感
謝申し上げます。
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熱中症に注意‼
予防のためにこまめな水分、
塩分の補給を心がけ、休憩
も十分に取りましょう。

建建
設設
国国
保保
のの
育育
成成
・・
強強
化化
をを
めめ
ざざ
しし

予
算
確
保
に
向
け
た
行
動
が
ス
タ
ー
ト

全全全全全全全全全全全
国国国国国国国国国国国
よよよよよよよよよよよ
りりりりりりりりりりり
四四四四四四四四四四四
、、、、、、、、、、、七七七七七七七七七七七
九九九九九九九九九九九
七七七七七七七七七七七
名名名名名名名名名名名
ののののののののののの
仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲
間間間間間間間間間間間
ががががががががががが
集集集集集集集集集集集
結結結結結結結結結結結
！！！！！！！！！！！

デ
モ
行
進
・
各
省
庁
に

要
請
行
動
実
施

ハガキ要請行動集計表
合計
1，020
600
762
1，050
1，439
660
1，263
1，943
993
953
1，300
1，351
1，461
826
560
110

16，291

支部名
中 央
大 浦
市 南
東 長 崎
浦 上 西
浦 上 東
西 彼
諫 早
大 村
島 原
佐世保中央
佐 世 保 東
佐 世 保 北
北 松
平 戸
書 記 局
合 計

平成27年度国保組合予算確保に向けたハガキ要請行動

16,291通 ありがとうございました。

全全ててのの建建設設労労働働者者・・
職職人人はは組組合合へへ！！

生活危機突破へ団結を強めて
仲間をふやし要求実現へ！

1人でも多くの仲間をふやし「数の力」を高めて運動をすすめ切実な要求を実現しよう。

仕事やくらし、命を守る組合の取り組みが前進！
リフォーム助成や公契約運動が前進し建設アスベスト訴訟では国の賠償を認める
画期的判決が実現。

「きびしい今こそ仲間の支えあい」
～みんなで拡大に協力を！

運動の前進を確信し「日常のつながり」をいかして未加入者をご紹介ください。

中央総決起大会 7・2日比谷公園
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新
本
部
青
年
部
・
部
長
に
村
上
昌
也（
諫
早
）さ
ん
就
任

六
月
二
十
三
日（
月
）、
午
後

七
時
三
〇
分
よ
り
、
長
崎
県
立

総
合
体
育
館
二
階
大
研
修
室
に

お
い
て
第
二
十
七
回
目
（
青
研

部
よ
り
通
算
三
十
八
回
）
と
な

る
「
建
設
長
崎
青
年
部
大
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

北
松
支
部
の
和
田
さ
ん
に
議

長
を
お
願
い
し
、
こ
の
一
年
間

の
活
動
経
過
報
告
、
新
年
度
の

活
動
方
針
（
案
）、
本
部
青
年

部
役
員
の
選
出
に
つ
い
て
、
青

年
層
組
合
員
五
十
七
名
、
支
部

役
員
十
二
名
、
本
部
四
役
九
名
、

書
記
局
員
十
四
名
、
合
計
九
十

二
名
の
参
加
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

議
事
に
つ
い
て
は
、
質
疑
も

な
く
、
今
回
、
六
年
間
青
年
部

長
を
し
て
頂
い
た
北
松
支
部
の

北
村
亮
樹
さ
ん
が
勇
退
さ
れ
、

新
役
員
と
し
て
、
部
長
に
村
上

昌
也
さ
ん
（
諫
早
）、
副
部
長

に
向
井
文
康
さ
ん
（
西
彼
）、

多
胡
寿
文
さ
ん
（
佐
世
保
北
）、

事
務
局
長
に
山
下
洋
二
さ
ん

（
市
南
）
他
、
各
支
部
よ
り
本

部
青
年
部
幹
事
と
し
て
、
二
十

六
名
の
方
が
そ
れ
ぞ
れ
選
出
さ

れ
ま
し
た
。

最
後
に
、
村
上
部
長
よ
り
新

年
度
に
向
け
て
の
決
意
表
明
を

込
め
た
挨
拶
と
、
力
強
い
団
結

頑
張
ろ
う
で
、
今
年
の
青
年
部

大
会
は
終
了
し
ま
し
た
。

（
新
年
度
本
部
青
年
部
四
役
）

部

長
（
諫
早
）村
上

昌
也

副
部
長
（
西
彼
）向
井

文
康

副
部
長（
佐
世
保
北
）多
胡

寿
文

事
務
局
長（
市
南
）山
下

洋
二

事
務
局
次
長（
専
従
）松
園

俊
輔

（
松
園
）

本本本本本本本本本本本本本本本本本部部部部部部部部部部部部部部部部部主主主主主主主主主主主主主主主主主婦婦婦婦婦婦婦婦婦婦婦婦婦婦婦婦婦会会会会会会会会会会会会会会会会会総総総総総総総総総総総総総総総総総会会会会会会会会会会会会会会会会会 本本本本本本本本本本本本本本本本本部部部部部部部部部部部部部部部部部ににににににににににににににににに7777777777777777711111111111111111名名名名名名名名名名名名名名名名名集集集集集集集集集集集集集集集集集ううううううううううううううううう

六
月
二
十
五
日（
水
）

建
設
長
崎
本
部
に
お
い

て
、
主
婦
会
総
会
が
、

主
婦
会
員
、
本
部
役
員

書
記
局
含
め
総
勢
七
十

一
名
の
参
加
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

総
会
は
、
金
子
副
会

長
の
開
会
の
あ
い
さ
つ

に
始
ま
り
、
議
長
に
佐

世
保
中
央
支
部
の
眞
弓
さ
ん
、

浦
上
西
支
部
の
道
端
さ
ん
を
選

出
し
た
後
、
馬
場
会
長
、
相
川

執
行
委
員
長
の
あ
い
さ
つ
と
続

き
ま
し
た
。

渡
邉
副
会
長
の
経
過
報
告
後
、

馬
場
会
長
よ
り
活
動
方
針
案
が

提
案
さ
れ
、
全
員
の
拍
手
で
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
二
十
六
年
度
も
主
婦
会

と
し
て
の
活
動
に
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
く
こ
と
を
確
認
し

馬
場
会
長
の
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ウ

を
元
気
よ
く
三
唱
し
、
山
形
副

会
長
の
閉
会
の
あ
い
さ
つ
で
無

事
終
了
し
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
、
長
崎
北
徳
洲

会
病
院
の
脳
神
経
外
科
部
長
、

鬼
塚
正
成
先
生
を
お
迎
え
し
、

「
脳
梗
塞
と
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー

に
つ
い
て
」
の
講
演
が
あ
り
ま

し
た
。

健
や
か
な
老
後
を
む
か
え
る

に
は
、
適
切
な
血
圧
管
理
や
適

度
な
運
動
、
規
則
正
し
い
生
活

リ
ズ
ム
を
作
る
こ
と
又
、
健
康

寿
命
を
延
ば
す
七
つ
の
項
目
な

ど
の
説
明
を
皆
さ
ん
熱
心
に
聞

き
入
っ
て
い
ま
し
た
。（

藤
木
）

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
情
報
提
供
・
仕
事

確
保
の
取
組
み
は
、
益
々
重
要
視
さ
れ
て
き
ま
す
。

そ
こ
で
、
全
建
総
連
で
は
、
建
設
職
人
支
援
セ
ン

タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
「
顔
の
見
え
る
職
人
検
索

コ
ー
ナ
ー
」
を
開
設
。
よ
り
多
く
の
施
主
の
要
望
に

応
え
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
あ
な
た
も
無
料

で
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
登
録
を
し
て
み
た
ら
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

六
月
十
九
日
〜
二
十
日
に
か

け
て
愛
知
県
蒲
郡
市
、
ホ
テ
ル

明
山
荘
に
て
全
建
総
連
全
国
主

婦
交
流
集
会
に
大
村
支
部
よ
り

伊
藤
渡
邉
二
人
が
初
め
て
参

加
。
さ
す
が
主
婦
の
パ
ワ
ー
‼

各
地
の
活
発
な
活
動
意
見
は
ベ

テ
ラ
ン
組
？
が
多
勢
参
加
し
て

い
る
と
感
じ
ま
し
た
。
特
別
講

演
は
、伊
藤
塾
塾
長・弁
護
士
の

ま
こ
と

伊
藤
真
先
生
が
『
憲
法
の
い

き
づ
く
国
へ
！
』
★
子
供
達
の

未
来
に
憲
法
を
！
★
テ
ー
マ
に
、

ど
ん
な
状
況
で
も
主
体
的
に
生

き
る
こ
と
が
大
切
。F

estina
Lente

（
ゆ
っ
く
り
い
そ
げ
）

あ
わ

あ
せ

あ
き
ら

慌
て
ず
、
焦
ら
ず
、
諦
め
ず
、

一
歩
一
歩
が
大
切
。
人
は
不
自

由
な
こ
と
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、

よ
り
可
能
性
を
発
揮
で
き
る
。

と
の
話
で
し
た
。
な
る
ほ
ど
‼

分
散
会
で
は
『
仕
事
と
く
ら

し
に
つ
い
て
』
に
私
は
参
加
し

ま
し
た
。
各
職
種
の
方
が
職
人

魂
で
頑
張
っ
て
い
る
が
、
若
年

層
が
低
賃
金
、
福
利
厚
生
、
社

会
保
険
、
休
日
の
件
等
で
建
設

業
入
職
を
避
け
る
原
因
と
な
っ

て
い
る
現
状
を
話
さ
れ
、
意
見

と
し
て
、

①
技
術
継
承
を
す
る
（
物
づ
く

り
に
興
味
を
持
た
せ
る
）
と
い

う
事
で
中
学
校
の
体
験
学
習
の

中
に
と
り
入
れ
る
。

②
地
域
の
工
事
屋
さ
ん
（
仲
間

同
志
）
で
仕
入
を
安
価
に
し
、

仕
事
を
ま
わ
す
助
け
合
い
で
仕

事
確
保
。

③
工
事
見
積
書
提
出
時
に
法
定

福
利
費
を
別
枠
で
明
示
し
請
求

す
る
『
標
準
見
積
書
』
の
活
用

が
必
要
で
あ
り
、
親
会
社
も
請

求
す
る
と
考
慮
し
て
く
れ
た
。

④
保
険
切
替
時
に
Ｄ
Ｖ
Ｄ
で
活

動
の
発
表
を
す
る
。

⑤
青
年
部

主
婦
会

共
同
で

七
夕
会
、
ク
リ
ス
マ
ス
会
等
を

開
催
し
た
り
、
フ
ァ
ミ
リ
ー

フ
ェ
ス
タ
で
次
世
代
を
育
て
よ

う
！

い
ろ
ん
な
意
見
が
聞
か

れ
て
参
考
に
な
り
ま
し
た
。
自

分
達
の
と
こ
ろ
で
は
実
現
で
き

る
だ
ろ
う
か
？
と
考
え
さ
せ
ら

れ
た
有
意
義
な
二
日
間
で
し
た
。

感
謝

①全建総連ホームページのトップページ「1．建
設職人支援センター」をクリック
②画面が移った後は左の「職人支援センター」を
クリック
③画面左にある「職人登録」をクリック
④必要項目を入力して、最下段にある「登録ボタ
ン」を押すだけです。後は、各地域の支援セン
ターが承認をし、検索コー
ナーに反映されます。
不明点は全建総連住宅対策
部まで問い合わせ下さい。

主婦会活動を積極的に 6・25

全
国
主
婦
交
流
集
会
に
参
加
し
て

活
き
活
き
し
た
活
動
を
気
が
け
た
い

渡邉 克子
（大村支部）

【ホームページからぜひご登録下さい】
▼顔の見える職人検索コーナー
http://www.craftsman-support.jp/index/shokunin/shokunin_list/tabid/57/Default.aspx
▼建設職人支援センター
http://www.craftsman-support.jp/

「職人検索」で仕事増を
施主に顔の見える職人に

△本部青年部大会 勇退される北村亮樹（北松）青年部長

登録方法

△講演する長崎北徳洲会病院 鬼塚先生

（1974年5月30日 第3種郵便物認可） 第589号 2�建 設 長 崎毎月1回15日発行 2014年（平成26年）7月15日発行



26
年
7月
まで
！

26年
8月から

旧
新

切替え

有効期限　平
成

有効期限　平
成2525年3月3131日 限日 限

※被保険者証番
号と氏名は必ず

ご記入下さい。

※被保険者証番
号と氏名は必ず

ご記入下さい。

有効期限　平
成25年3月31日 限

※被保険者証番
号と氏名は必ず

ご記入下さい。

長長
建建
国国
保保
だだ
よよ
りり

■受診対象者
受診対象者は、平成26年4月1日現在で長建国保
に加入している40歳以上の方（同日現在の加入者で
平成27年3月31日までに40歳になる方を含む）で、
長建国保の特定健診受診券の交付を受けている方です。
尚、受診対象者以外の方でも自己負担2，000円で基
本検査項目を受診することができます。

■受診申込方法
受診ご希望の方は、所定の「巡回健康診断申込書」
にご記入の上、組合窓口へお申込下さい。
お申込は郵送、FAXでも受付しています。
○FAXの場合：FAX 番号 095－862－6246（番
号間違いにご注意下さい。）
○郵送の場合：〒852－8021 長崎市城山町29－26
長建国保宛。
※お申込後、健診機関より詳細な受診案内書が送付
されますので必ずご確認下さい。

■受診に必要なもの
○特定健康診査受診券 ○保険証 ○健診機関から
送付される受診票（記入してお持ち下さい。）
○実費（選択検査申込者のみ） ○検査用容器など
■巡回健診の検査項目
《基本検査項目》（受診券利用で自己負担なし）
○身体計測（身長・体重・BMI・腹囲）○血圧測定
○医師問診○尿検査（尿糖・尿蛋白）
○血液検査（脂質検査・肝機能検査・血糖検査）
○胸部レントゲン検査○腎機能検査
○心電図検査○貧血検査○痛風検査○視力・聴力

《選択検査項目》（希望者のみ 全額自己負担）
○肝炎検査（Ｂ型・Ｃ型 3，300円）
○胃がん検査（2，500円）
○喀痰細胞診（肺がん三日間蓄痰 3，500円）
○大腸がん検査（1，300円）
○前立腺がん検査（2，000円）
○子宮頚がん検査（自己採取法 2，500円）
※選択検査を受診される方は上記受診料金を健診当
日に係員に現金にてお支払下さい。

受診しやすい医療機関を選択し、ご都合の良い日時を
直接予約すると受診できます。お仕事などで決められた
日時に受診できなかったときも再度予約すれば受診でき
ますので大丈夫。くれぐれも先延ばしにしないようお早
めに受診いただくことをおすすめします。

七
〇
歳
以
上
の
方
に
は
、
七

十
五
歳
で
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
に
移
る
ま
で
の
期
間
、
長
建

国
保
よ
り
「
高
齢
受
給
者
証
」

を
交
付
し
て
い
ま
す
。

現
在
お
持
ち
の
高
齢
受
給
者

証
の
有
効
期
限
が
本
年
七
月
三

十
一
日
ま
で
の
た
め
、
八
月
一

日
以
降
は
新
し
い
高
齢
受
給
者

証
の
交
付
（
切
替
）
を
受
け
て

い
た
だ
き
、
病
院
等
で
受
診
さ

れ
る
際
に
は
保
険
証
と
一
緒
に

病
院
窓
口
に
提
示
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

今
回
切
替
の
対
象
と
な
る
皆

様
に
は
、
長
建
国
保
事
務
局
よ

り
高
齢
受
給
者
証
の
切
替
案
内

を
封
書
に
て
郵
送
し
て
い
ま
す
。

▼
所
得
証
明
書
の

ご
準
備
を

新
し
い
高
齢
受
給
者
証
の
交

付
を
受
け
る
に
は
、
平
成
二
十

五
年
分
（
平
成
二
十
五
年
一
月

〜
十
二
月
）
の
収
入
金
額
に
係

る
所
得
金
額
（
課
税
標
準
額
）

を
証
明
す
る
書
類
の
提
出
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

対
象
と
な
る
皆
様
に
は
、
必

要
書
類
を
ご
準
備
の
上
、
本
年

七
月
三
十
一
日
ま
で
に
は
切
替

の
手
続
き
を
お
済
ま
せ
の
上
、

新
し
い
高
齢
受
給
者
証
の
交
付

を
受
け
て
下
さ
い
。

▼
住
民
税
が
課
税

さ
れ
な
い
方

＝

公
的
証
明
書
が
必
要＝

平
成
二
十
六
年
度
の
市
県
民

税
が
非
課
税
と
な
る
方
（
納
税

額
が
〇
円
と
な
る
方
）
は
、
一

カ
月
毎
の
病
院
代
が
軽
減
さ
れ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お

住
ま
い
の
市
町
村
役
場
の
住
民

税
窓
口
に
て
世
帯
全
員
分
（
長

建
国
保
加
入
者
の
み
）
の
課
税

（
非
課
税
）
証
明
書
の
交
付
を

受
け
て
組
合
へ
提
出
し
て
下
さ

い
。
詳
し
く
は
所
属
支
部
又
は

長
建
国
保
（
☎
〇
九
五－

八
六

二－

八
四
六
三
）
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
下
さ
い
。

長建国保では、組合員及び家族の
健康の保持増進を図るため「指定
温泉利用料金の割引及び補助制
度」を実施しています。
ぜひご利用ください。

多くの皆様に健康診断を受診していただけるよう、各地区巡
回型による健康診断を開催します。日頃からお忙しい皆様にも
ぜひこの健康診断を年に一度の健康チェックとしてご活用いた
だきますようご案内いたします。

巡回健診
ご案内

申込期限
平成26年8月25日迄
平成26年9月8日迄
平成26年11月10日迄
平成26年11年17日迄
平成26年11月25日迄

会場
平戸文化センター（平戸市岩の上町）
佐々町文化会館（佐々町本田原免）
佐世保市民会館（佐世保市花園町）
建設長崎島原支部事務所（島原市門内町丙）
建設技能会館（建設長崎本部）

健診時間帯
9時～12時
9時～12時
9時～12時
9時～12時
9時～12時

実施日
平成26年9月7日㈰
平成26年9月21日㈰
平成26年11月23日㈰
平成26年11月30日㈰
平成26年12月7日㈰

受診券の他に①「特定健診実施機
関一覧表」②「質問票」③「巡回健診
申込書」④「特定健診受診券」を同
封していますので是非ご覧下さい。

特定健診のご案内と
受診券を郵送しました

自覚症状がなく気づかないうちに進行する
生活習慣病の早期発見と予防に

健健康康診診断断をを受受けけままししょょうう
～メタボ予防に着目した健康診断～診健定特

長建国保に1年以上加入している40～75歳
未満の方で、特定健診受診券の交付を受けて
いる方
組合指定の医療機関
（「特定健診実施機関一覧表」に記載され
ている医療機関）
※一覧表に記載されていない健診機関では受診することが
できません。

ご希望の医療機関へ直接申込・ご予約をお願
いします。

○受診券 ○質問票 ○保険証

・身体計測 ・血圧 ・血中脂質検査 ・肝
機能検査 ・血糖検査 ・尿検査 ・問診
※一部の医療機関では「組合特別健診」として胸部Ｘ線検査
も行います。
※上記以外で医師の判断により下記詳細な検査が行われる
場合があります。
・貧血検査 ・心電図検査 ・眼底検査
受診券にて受診した場合に限り自己負担はあ
りません。
受診券に記載されている有効期限までに受診
して下さい。

対 象 者

受診できる
医 療 機 関

申 込 方 法

健診に必要
なもの

検 査 項 目

自 己 負 担

受診できる
期 間

2014年5月1日

設 備

和風天然温泉、岩盤浴、バリ風天然温泉

大浴場、ジャグジー、打たせ湯、サウナ、寝
湯、休憩室

大浴場、露天風呂、サウナ、岩盤浴

大浴場、露天風呂

大浴場、ジェットバス、打たせ湯、ジャグジー
シャワー、ミストサウナ

寝湯、ジェットバス、サウナ、水風呂、露天
風呂、タル湯

癒湯（露天風呂）、内湯、釜風呂、壺風呂、
檜風呂、露天足湯、樽風呂、炭のうたせ湯、
寝湯

露天風呂、薬湯風呂、サウナ

サウナ、冷水風呂、壺湯、ジェットバス、寝
湯、塩サウナ、家族風呂、シェイプアップバ
ス

内風呂、露天風呂、食事処、仮眠室、マッサー
ジ室

露天風呂、大浴場、休憩場、レストラン、宴
会場

大浴場、露天風呂、ジェット泡風呂、休憩場、
レストラン

うずしお温泉美人の湯、露天風呂、貸切家族
風呂

露天風呂、展望風呂、タル風呂、水風呂、サ
ウナ、薬草風呂、海草風呂、ジャグジー風呂

展望露天風呂、電気風呂、ジャグジーエステ
風呂、座り湯、サウナ、岩盤浴（別料金）、
家族風呂（別料金）

（※1）毎月26日「風呂の日」は規定料金が半額（大人400円、小人200円、幼児150円）となり、補助券の使用は出来ません。
（※2）「雲仙スパハウス」、「万松楼」について、温泉事業は現在休止中、再開未定となっております。

長崎県建設事業国民健康保険組合指定温泉一覧表
所在地
電話番号

長崎市曙町39‐38
095‐862‐5555

長崎市野母町
692‐1

095‐893‐1133

長崎市岩見町451‐23
095‐833‐1126

西彼杵郡長与町
岡郷2762‐1
095‐887‐4126

西彼杵郡長与町
高田郷284
095‐856‐2631

西彼杵郡長与町
高田郷2289‐2
095‐856‐2617
長崎市伊王島町
1丁目3277‐7
095‐898‐2202

諫早市本野7‐1
0957‐25‐8822

大村市森園町663‐3
0957‐50‐1126

大村市田下町17‐3
0957‐47‐8245

雲仙市小浜町
雲仙500‐1
0957‐73‐3273

雲仙市小浜町
南本町10

0957‐74‐3141

佐世保市
崎岡町853‐12
0956‐39‐4800

平戸市川内町55
0950‐23‐2111

平戸市田平町
野田免210‐6
0950‐57‐1110

利用者負担
（自己負担）

480円

350円

100円

200円

500円

400円

1，250円

780円

0円

250円

300円

150円

300円

350円

350円

360円

400円

350円

250円

300円

200円

300円

300円

200円

360円

330円

120円

240円

24円

270円

108円

500円

400円

250円

300円

300円

400円

300円

補助券の額
（温泉券利用）

▲300

－

▲300

－

▲300

－

▲300

－

－

▲300

－

－

▲300

－

▲300

－

▲300

－

▲300

－

－

▲300

－

－

▲300

－

▲300

▲300

▲300

－

－

▲300

－

－

▲300

－

▲300

－

割引後の
料金

（メンバーズカード）
780円

350円

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

600円

－

650円

－

－

－

550円

－

－

600円

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

600円

300円

700円

－

規定料金

850円

400円

400円

200円

800円

400円

1，550円

780円

0円

550円

300円

150円

750円

350円

750円

360円

700円

350円

650円

300円

200円

700円

300円

200円

660円

330円

420円

540円

324円

270円

108円

800円

400円

250円

800円

400円

900円

300円

利用区分

大人（中学生以上）

小人（3歳以上）

大人（中学生以上）

小人（4歳以上）

大人（中学生以上）

小人（3歳以上）

大人（中学生以上）

小人（5歳以上）

幼児（5歳未満）

大人（中学生以上）

小人（小学生）

幼児（6歳以下）

大人（中学生以上）

小人（3歳以上）

大人（中学生以上）

小人（小学生）

大人（中学生以上）

小人（4歳以上）

大人（中学生以上）

小人（小学生）

幼児（3歳以上）

大人（中学生以上）

小人（小学生）

幼児（4歳以上）

大人（中学生以上）

小人（4歳以上）

［外湯］大人（中学生以上）
大人（高校生以上）
［7：30～16：30］
大人（高校生以上）
［16：30～22：00］
小人（2歳以上）

［7：30～16：30］
小人（2歳以上）

［16：30～22：00］
大人（中学生以上）

小人（小学生）

幼児（3歳以上）

大人（中学生以上）

小人（小学生）

大人（中学生以上）

小人（小学生）

指定温泉名称

稲佐山温泉
アマンディ

海の健康村
陽の岬温泉

ふくの湯

長崎温泉
喜道庵

道の尾温泉

ゆりの温泉

やすらぎ伊王島

天然いさはや温泉
“和スパ”

サンスパ
おおむら
ゆの華

龍神温泉
かやぜの湯

青雲荘

望洋荘

ザ・パラダイス
ガーデンサセボ
（※1）

千里ヶ浜温泉
ホテル蘭風

平戸たびら温泉
サムソンホテル

長
崎
・
西
彼
地
区

県

央

地

区

県

北

地

区

70歳以上の皆様へ
■毎年8月は
『高齢受給者証』の切替時期です

利用料金の割引

指定温泉と契約し、規定料金より安い料
金で利用できます。

利用料金の補助
（小人料金には、割引はありません。）

補助券により、割引料金より更に安い料
金で利用できます。

規定料金－メンバーズカード割引＝割引後の料金
割引後の料金－補助券（300円）＝利用者負担金

■平成26年度 巡回健診実施予定会場（下記会場の中からお選び下さい。）

毎月1回15日発行 2014年（平成26年）7月15日発行建 設 長 崎第589号 （1974年5月30日 第3種郵便物認可）3�



〜
総
勢
三
十
二
名
。初
め
て
の
合
同
旅
行
会
〜

梅
雨
の
真
っ
た
だ
の
中
、
お

天
気
に
恵
ま
れ
た
六
月
二
十
八

日
〜
二
十
九
日
、
一
泊
二
日
で

中
央
支
部
と
大
浦
支
部
で
は
合

同
の
旅
行
会
を
開
催
。
中
央
よ

り
十
八
名
、
大
浦
よ
り
十
四
名

の
参
加
で
行
い
ま
し
た
。

今
回
は
、
九
州
を
飛
び
出
し

山
口
の
湯
田
温
泉
、
長
府
城
下

町
め
ぐ
り
、
下
関
方
面
へ
行
っ

て
き
ま
し
た
。

朝
七
時
二
十
分
に
長
崎
を
出

発
し
、
一
路
山
口
県
を
め
ざ
し

ま
す
。
車
内
で
は
早
々
に
ビ
ー

ル
を
飲
み
な
が
ら
カ
ラ
オ
ケ
大

会
が
ス
タ
ー
ト
。
道
中
は
楽
し

く
大
盛
り
上
が
り
で
し
た
。

あ
っ
と
い
う
間
に
関
門
橋
に
到

着
。
ち
ょ
っ
と
一
服
休
憩
の
後
、

山
口
県
長
府
に
入
っ
て
い
き
ま

す
。
最
初
の
見
学
地
は
、
毛
利

邸
・
乃
木
神
社
・
長
府
城
下
町

を
ブ
ラ
ブ
ラ
と
散
策
。
国
宝
で

あ
る
長
府
功
山
寺
佛
殿
前
で
み

ん
な
揃
っ
て
記
念
撮
影
を
し
ま

し
た
。

昼
食
の
後
は
、
山
口
市
内
へ
。

国
の
史
跡
で
あ
る
常
栄
寺
雪
舟

庭
園
、
瑠
璃
光
寺
の
五
重
塔
を

見
学
。
美
し
さ
が
日
本
三
名
塔

の
一
つ
に
数
え
ら
れ
る
だ
け

あ
っ
て
そ
の
素
晴
ら
し
さ
に
感

嘆
し
ま
し
た
。
そ
の
後
は
ホ
テ

ル
へ
直
行
。
一
日
目
の
疲
れ
を

ゆ
っ
く
り
温
泉
で
癒
し
た
後
は
、

夜
の
宴
会
へ
。
宴
会
が
は
じ
ま

る
と
、
テ
レ
ビ
等
で
有
名
な
女

将
が
挨
拶
に
来
て
頂
き
、
舞
台

で
マ
ジ
ッ
ク
を
披
露
し
て
く
れ

て
皆
さ
ん
釘
付
け
に
な
っ
て
い

ま
し
た
。
宴
会
で
は
カ
ラ
オ
ケ

に
ア
ロ
ハ
ダ
ン
ス
も
飛
び
出
す

な
ど
和
気
藹
々
の
中
、
よ
り
一

層
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

二
日
目
は
、
ま
ず
秋
吉
台
を

見
学
。
下
関
へ
移
動
し
、
赤
間

神
宮
で
お
参
り
の
あ
と
、
唐
戸

市
場
・
カ
モ
ン
ワ
ー
フ
で
は
新

鮮
な
海
の
食
材
を
お
買
い
物
し

美
味
し
い
昼
食
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
そ
の
後
は
、
本
州
を
後

に
し
、
最
後
の
見
学
地
、
門
司

港
レ
ト
ロ
、
九
州
鉄
道
記
念
館

で
は
昔
を
懐
か
し
み
つ
つ
、
後

は
一
路
長
崎
へ
。

初
の
合
同
で
の
試
み
で
し
た

が
、
支
部
間
の
交
流
が
で
き
賑

や
か
で
楽
し
い
旅
行
会
で
し
た
。

（
馬
場
ヒ
ロ
子
）

〜
親
睦
深
め
た
一
泊
旅
行
〜

中央支部・大浦支部 合同親睦旅行会

西
彼
支
部
時
津
連
合
分
会
で

は
、
六
月
二
十
一
日（
土
）〜
二

十
二
日（
日
）に
か
け
て
、
組
合

員
及
び
家
族
の
親
睦
と
交
流
を

図
る
為
、
熊
本
県
に
て
旅
行
会

を
実
施
し
ま
し
た
。

朝
八
時
に
時
津
を
出
発
し
、

向
か
う
は
、
サ
ン
ト
リ
ー
ビ
ー

ル
工
場
。
当
然
の
事
な
が
ら
、

ビ
ー
ル
工
場
に
着
く
ま
で
に
、

既
に
皆
さ
ん
の
お
腹
の
中
に
は
、

道
中
で
ビ
ー
ル
が
入
っ
て
い
ま

す
が
、
も
ち
ろ
ん
試
飲
は
か
か

せ
ま
せ
ん
。

工
場
見
学
と
試
飲
を
楽
し
ん

だ
後
は
、
菅
乃
屋
で
ご
当
地
グ

ル
メ
の
馬
刺
し
を
堪
能
、
八
千

代
座
・
灯
篭
民
芸
館
を
見
学
。

皆
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
楽
し
ん
で
お

ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
菊
池
温
泉
に
て
一

泊
。
夜
の
宴
会
で
は
、
道
中
、

ビ
ー
ル
工
場
で
飲
ん
で
い
た
と

は
思
え
な
い
ほ
ど
、
飲
め
や
歌

え
や
の
大
宴
会
で
し
た
。

二
日
目
は
、
ワ
イ
ン
工
場
の

見
学
。
昨
晩
の
ア
ル
コ
ー
ル
も

ど
こ
へ
行
っ
た
の
や
ら
、
試
飲

を
堪
能
し
、
お
土
産
の
調
達
な

ど
、
そ
れ
ぞ
れ
に
楽
し
ん
で
お

ら
れ
ま
し
た
。

梅
雨
の
時
期
と
い
う
こ
と
で
、

あ
い
に
く
の
雨
模
様
で
し
た
が
、

総
勢
三
十
一
名
の
参
加
を
頂
き
、

組
合
員
、
家
族
が
相
互
に
親
睦

を
深
め
、
と
て
も
有
意
義
な
楽

し
い
旅
行
会
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
も
こ
の
様
な
活
動
を
計

画
し
、
組
合
員
皆
様
の
協
力
を

頂
き
な
が
ら
、
分
会
活
動
の
充

実
に
努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

ご
参
加
頂
き
ま
し
た
皆
さ
ん
、

大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
。

（
時
津
連
合
分
会
長中

尾

豊
）

五
島
分
会
で
は
、
七
月
三
日

に
福
江
文
化
会
館
で
下
五
島
分

会
会
議
を
、
七
月
四
日
に
栄
会

館
で
上
五
島
分
会
会
議
を
、
そ

れ
ぞ
れ
開
催
し
ま
し
た
。

五
島
へ
向
か
う
日
は
、
梅
雨

真
っ
た
だ
中
と
い
っ
た
天
気
で
、

五
〇
年
に
一
度
と
い
う
大
雨
が

降
っ
て
い
ま
し
た
。
参
加
者
も

少
な
く
な
る
の
で
は
と
心
配
し

ま
し
た
が
、
そ
の
よ
う
な
中
で

も
参
加
頂
き
ま
し
た
皆
様
、
大

変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

分
会
会
議
で
は
、
新
年
度
の

分
会
役
員
の
選
出
が
主
な
内
容

で
し
た
が
、
上
五
島
は
藤
原
分

会
長
を
、
下
五
島
は
岩
下
分
会

長
を
始
め
各
班
長
を
そ
れ
ぞ
れ

留
任
と
す
る
こ
と
で
、
ご
決
定

頂
き
ま
し
た
。
ま
た
、
ご
意
見

や
ご
要
望
と
し
て
は
、
親
睦
交

流
を
深
め
る
取
り
組
み
や
、
長

建
国
保
・
福
祉
共
済
の
給
付
内

容
に
関
す
る
も
の
が
多
く
出
さ

れ
、
有
意
義
な
会
議
と
な
り
ま

し
た
。

ま
た
一
年
後
に
な
る
か
と
思

い
ま
す
が
、
再
び
皆
様
と
お
逢

い
出
来
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し

て
お
り
ま
す
。
よ
り
多
く
の
皆

様
方
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

（
森
）

～分会会議を開催～

祐
徳
神
社
日
帰
り
旅
行

浦
上
西
支
部
で
は
、
六
月
十

五
日（
日
）に
日
帰
り
旅
行
会
を

行
い
ま
し
た
。

組
合
本
部
に
て
飲
み
物
等
を

バ
ス
に
積
み
込
み
、
さ
あ
出
発
。

早
く
も
車
内
で
は
乾
杯
の
声
も

聞
こ
え
、
最
初
の
目
的
地
、
祐

徳
稲
荷
神
社
へ
。
ホ
ロ
酔
い
か
、

足
腰
の
衰
え
か
頂
上
ま
で
行
く

人
は
僅
か
で
し
た
が
、
皆
さ
ん

の
健
康
等
を
お
願
い
し
て
き
ま

し
た
。

続
い
て
幸
姫
酒
造
を
見
学
・

試
飲
を
し
て
メ
イ
ン
の
武
雄
温

泉
へ
。
美
味
し
い
食
事
に
カ
ラ

オ
ケ
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
と
盛
り

上
が
り
、
合
間
で
は
温
泉
に
行

く
人
と
楽
し
い
昼
の
一
時
で
し

た
。ゆ

っ
く
り
く
つ
ろ
い
で
、
ホ

テ
ル
を
後
に
し
、
午
後
は
武
雄

神
社
で
樹
齢
三
千
年
の
楠
に
感

動
し
、
最
後
物
産
館
に
寄
り
土

産
の
買
い
忘
れ
は
な
い
か
確
認

し
、
さ
あ
帰
宅
。
帰
り
は
疲
れ

て
か
車
内
で
大
爆
睡
す
る
人
も

多
々
い
ま
し
た
が
、
雨
も
降
ら

ず
良
い
旅
行
会
だ
っ
た
と
思
い

ま
す
。

次
も
皆
さ
ん
の
意
見
を
聞
き

沢
山
の
人
が
参
加
出
来
る
良
い

旅
行
会
を
実
施
し
た
い
と
思
っ

て
ま
す
。

（
村
岡

広
明
）

六
月
十
三
日
、
昨
年
に
続
き

二
回
目
の
父
の
日
に
向
け
た
お

花
教
室
を
開
催
。
今
回
は
父
の

日
に
向
け
開
催
。
好
評
で
十
二

名
参
加
。
組
合
員
さ
ん＝

愛
す

る
ご
主
人
へ
皆
さ
ん
張
り
切
っ

て
活
け
て
い
ま
し
た
。

日
頃
の
感
謝
の
言
葉
を
口
に

出
し
て
言
え
な
い
こ
と
も
あ
り

（
言
わ
れ
て
い
る
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
）、

お
花
に
は
十
分
に
気
持
ち
が
込

め
ら
れ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。

そ
の
お
花
を
父
の
日
に
受
け

取
っ
た
組
合
員
さ
ん
、
気
持
ち

は
伝
わ
り
ま
し
た
で
し
ょ
う

か
？講

師
の
横
田
さ
ん
、
参
加
し

て
頂
い
た
主
婦
会
の
皆
様
、
大

変
お
疲
れ
様
で
し
た
。

岩
井

生花教室

西
彼
支
部
時
津
連
合
分
会

上・下五島分会

北 松 支 部
浦
上
西
支
部
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